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西
多
摩
建
設
業
協
同
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並
び
に
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
前
払
金
保
証
・
契

約
保
証
事
業
、
弊
社
子
会
社
の
㈱
建
設
経
営

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
に
対
し
、
格
別
の
ご
協

力
、
ご
高
配
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

私
は
、
去
る
七
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で

秋
田
支
店
か
ら
当
新
宿
支
店
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
歴
代
支
店
長
同
様
、
前
払
金
保
証

事
業
等
を
通
じ
て
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
私
は
昭
和
六
十
年
七
月
か
ら

三
年
間
新
宿
支
店
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、
今

回
が
二
度
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
の
オ
フ
ィ

ス
は
星
和
新
宿
ビ
ル
の
三
階
で
、
現
在
の
新
宿

エ
ル
タ
ワ
ー
が
建
つ
前
の
一
画
で
し
た
の
で
、
今 

 

回
着
任
後
、
あ
ら
た
め
て
現
地
周
辺
を
見

渡
し
ま
す
と
隔
世
の
感
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
着
任
後
約
一
ヵ
月
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
関
東
甲
信
で
は
渇
水
に
よ
る
取

水
制
限
が
始
ま
る
一
方
、
都
心
で
は
ゲ
リ

ラ
豪
雨
が
頻
発
す
る
な
ど
、
全
般
的
に
不

安
定
な
気
候
で
、
社
会
生
活
に
様
々
な
影

響
が
及
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

後
者
の
よ
う
な
自
然
現
象
が
も
た
ら
す

災
害
に
対
し
て
は
、
爾
後
の
復
旧
は
勿
論

の
こ
と
、
事
前
防
災
へ
の
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

西
多
摩
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地

元
建
設
企
業
の
皆
様
が
、
そ
の
地
域
に
精

通
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
迅
速
・
正
確
な
対

応
が
で
き
る
わ
け
で
、
日
頃
か
ら
の
地
道

な
活
動
が
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
信

頼
を
得
、
ひ
い
て
は
建
設
産
業
全
体
へ
の
イ

メ 
メ
ー
ジ
ア
ッ
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貢
献
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い
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も

の
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常
に
思
っ
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お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
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も
、
強
い
国
土
づ
く

り
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一
環
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し
て
社
会
資
本
整
備

を
加
速
化
す
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こ
と
が
一
層
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
前
払
金
が
円
滑
な
施
工
に
寄

与
で
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
保

証
事
業
を
通
じ
て
誠
意
を
持
っ
て

対
応
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
組
合

並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
私
の
新
任
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

 

 

現場パトロールを終えて 

株式会社 島田組 島 田 昌 典 

今年度最初となる安全パトロールを、技術安全

委員会主催で行いました。 

委員会メンバーと理事で構成された安全パトロ

ール班を３班作り、それぞれの班が２現場ずつ、

合計６現場へ行きました。 

その６現場は下記の通りです。(順不同） 

○岩浪建設(株) 青梅市友田町１丁目地先送水

管(440mm）新設工事 

○(株)土屋土建 本宿橋(仮称）下部工事 

○成友興業(株) 道路改修工事(西－立Ⅱ期の４） 

○(株)清水建設工業所 小曾木第一保育園園舎

増改築工事 

○佐久間建設(株) 道路改良工事のうち擁壁設

置工事(西－将門連絡路） 

○昭和建設(株) 道路改良工事及び電線共同溝 

設置工事（西－駒木の 14） 

今回はパトロール終了後に、各班全員が組合に

集まって、結果報告と意見交換を行いました。 

この結果今回の現場は大きく２つに分かれまし

た。とても良い現場と、改善の必要な現場です。 

とても良い現場は、整理整頓が行き届いており、

書類も整っていて、現場もスムーズに進んでいま

した。 

改善が必要な現場は、整理整頓が今ひとつ

で・・・その結果不備もありました。 

現場はまず整理整頓、綺麗な現場に問題はない

と言われるとおりの結果でした。 

やはり基本が大切なんだと、参加者全員が再確認

しました。安全は全てに優先しますが、安全を確

保するには色々な方法や対策があります。 

しかしながら全ての基本は、整理整頓清掃なんで

すよね。 
               （２面につづく） 

☆
熱
中
症
に 注

意
し
よ
う 
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九
月
三
日
ス
タ
ー
ト 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 （青梅認定校）  
今年度受験予定の方々にご案内いたします。 

○２級建築施工管理技士コース 
・講義日時 基礎講義 ９月３日（火）～９月１７日（火） 

      １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

     本講義 １０月３日（火）～１１月３日（日） 

      ９時 00～１３時 00  毎週 日曜日 

      １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

○１級建築施工管理技士 実地コース        １８ 

・講義日程 ８月下旬  毎週日曜日 １６回（９週） 

 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

 連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  042－527－3291 担当：澤田 

 

８ 月 事 業 計 画 

３日 秋川流域委員会 
     第１１回あきる野夏祭りに参加   
         《昨年同様模擬店出店・１２時から２０時》 
９日 広報委員会２２９号編集発行 

     ８月号掲載の暑中広告掲載 
１３日（火）から１６日（金）（建設会館夏期休業） 

２２日 理事会 
 

☆ ９月２日（月）午前中実施   災害対策特別委員会 
＝道路啓開協定業者の自主的出動緊急巡回訓練実施予定＝  

例年通り西建協として、『災害が発生した時の緊急道路啓 
開業の対応をスムーズに実践し初期の目的が達成出来る様、 
訓練等を実施し各協定業者の意識の向上を計る』により実施、 

：詳細は各組合員（協定会社）に８月下旬通知。 
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「安全は全てに優先する！」当たり前

のことであり、誰もが頭では理解して

いることです、しかしながら現場での

事故は無くなりません。事故で幸せに

なる人はいません、現場に携わる人、

一人一人が安全に対する意識を、レベ

ルアップすることが大切なのではな

いでしょうか。今のままで良いと言う

ことではなく、全ての事は今以上にレ

ベルアップできるはずだという気持

で、現場全体を見て、創意工夫し安全  

に対する、新しい行動を起こすこと 
が必要だと思います。 

技術安全委員会  
副委員長 島田 昌典 

 
  



 


